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産
業
分
散
で
大
震
災
リ
ス
ク
低
減
を

国
土
強
靭
化
は
経
済
成
長
に
貢
献

　

内
閣
官
房
参
与
の
藤
井
聡
・
京
都
大
大
学
院
教
授
が
６
月
20
日
、
共
同
通
信
社
の
東
京
き
さ
ら
ぎ
会
で
講
演
し
、

広
範
囲
の
被
害
が
予
測
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
に
備
え
る
た
め
、
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
に
集
中

し
て
い
る
産
業
基
盤
の
地
方
分
散
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
訴
え
た
。
同
時
に
、
大
災
害
に
備
え
た
国
土
強
靭
化
に
は

一
定
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
が
、
長
期
的
に
見
れ
ば
安
定
し
た
経
済
成
長
に
つ
な
が
る
と
強
調
し
た
。

　

講
演
「
国
土
強き
ょ
う
じ
ん靭
化
と
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
の
要
旨
は
次
の
通
り
。

　

政
府
は
６
月
３
日
、
国
土
強
靭
化

基
本
計
画
を
閣
議
決
定
し
た
。「
国

土
強
靭
化
」
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は

三
つ
あ
る
。

　

一
つ
は
日
本
が
今
、
い
ろ
い
ろ
な

危
機
に
直
面
し
て
い
る
事
実
を
認
識

す
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
そ
う
し
た

危
機
を
突
破
す
る
強
靭
性
を
日
本
全

土
で
手
に
入
れ
る
こ
と
。
狭
義
の
国

土
強
靭
化
は
こ
の
二
つ
を
意
味
す

る
。
こ
の
国
が
本
当
に
危
な
い
と
い

う
こ
と
を
科
学
的
、
客
観
的
に
認
識

し
た
上
で
、
ど
う
い
う
政
策
を
取
れ

ば
国
家
や
国
民
が
そ
の
危
機
を
乗
り

越
え
る
力
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
の
か

考
え
よ
う
、
と
い
う
も
の
だ
。
三
つ

目
は
、
目
の
前
に
あ
る
危
機
を
避
け

る
取
り
組
み
を
全
て
の
分
野
で
進
め

れ
ば
、
成
長
し
続
け
る
強
い
日
本
が

お
の
ず
と
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
。

国
土
強
靭
化
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
成

長
戦
略
と
密
接
不
可
分
だ
。

　

で
は
ど
ん
な
危
機
が
あ
る
の
か
。

ま
ず
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直

下
地
震
な
ど
の
巨
大
地
震
。
政
府
が

考
え
て
い
る
地
震
の
恐
怖
と
、
民
間

企
業
の
認
識
に
は
、
多
大
な
乖か

い

離り

が

あ
る
。
こ
の
状
況
を
放
置
す
る
と
大

変
な
こ
と
に
な
る
。

　

今
、
原
発
が
止
ま
っ
て
い
て
、
石

油
や
ガ
ス
を
燃
や
す
火
力
発
電
で
電

力
を
供
給
し
て
い
る
。
そ
の
火
力
発

電
所
は
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
の
東

京
、
名
古
屋
、
大
阪
の
三
大
港
湾
の

近
く
に
多
い
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と

首
都
直
下
地
震
の
想
定
被
害
エ
リ
ア

に
発
電
所
の
60
～
80
％
が
集
中
し
て

い
る
。
し
か
も
火
力
発
電
所
は
地
震

が
起
き
る
と
止
ま
る
よ
う
に
設
計
さ

れ
て
い
る
。
埋
立
地
に
あ
る
た
め
、

地
震
の
揺
れ
も
大
き
く
、
地
盤
の
液

状
化
も
あ
る
。
津
波
も
襲
う
。

　

発
電
所
は
海
か
ら
離
れ
た
場
所
に

造
っ
た
方
が
安
全
だ
が
、
燃
料
の
輸

送
な
ど
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
平
時

の
経
営
効
率
を
重
視
し
て
い
て
有
事

の
こ
と
を
全
く
考
え
て
い
な
い
。
地

震
が
来
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
。

　
「
沿
岸
部
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
は
危

な
い
」
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
に

は
常
識
だ
が
、
こ
の
認
識
が
社
会
的

に
共
有
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題

だ
。
発
電
が
止
ま
る
と
日
本
経
済
は

深
刻
な
被
害
を
受
け
る
。
港
が
壊
滅

的
な
状
況
に
な
れ
ば
、
輸
出
入
も
で

き
な
く
な
る
。
食
料
や
石
油
が
届
か

な
け
れ
ば
、
地
震
や
津
波
か
ら
生
き

残
っ
た
人
も
、
深
刻
な
食
料
不
足
に

苦
し
む
状
況
と
な
る
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
首
都
直
下
地

震
が
発
生
す
る
確
率
は
、
政
府
の
発

表
で
、
ど
ち
ら
も
今
後
30
年
以
内
で

70
％
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
ど
ち

ら
か
一
方
が
起
こ
る
確
率
は
さ
ら
に

高
く
な
る
。
東
京
五
輪
が
開
催
さ
れ

る
２
０
２
０
年
ま
で
に
20
～
25
％

だ
。
ま
た
東
海
地
震
の
発
生
確
率
は

30
年
以
内
で
88
％
と
非
常
に
高
い
。

　

大
洪
水
の
リ
ス
ク
も
あ
る
。
東
京

の
荒
川
が
決
壊
す
る
と
被
害
額
は
35

兆
円
に
上
る
。
荒
川
上
流
に
５
０
０

㍉
の
降
雨
量
が
あ
れ
ば
決
壊
す
る
可

能
性
が
一
気
に
高
ま
る
。

　

日
本
民
族
は
２
千
年
以
上
の
歴
史

を
そ
う
い
う
国
土
の
中
で
歩
ん
で
き

た
。
近
代
社
会
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

自
然
の
猛
威
の
レ
ベ
ル
は
何
も
下
が

っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
地

球
温
暖
化
で
降
雨
量
は
増
え
、
地
震

の
活
動
期
に
入
っ
て
い
る
。
噴
火
の

恐
れ
も
あ
り
、
何
が
起
こ
る
か
全
く

分
か
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
れ
が
日
本
列
島
に
生
き
る
民
族

の
宿
命
だ
。
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
自

然
災
害
と
共
に
生
き
て
い
こ
う
、
と

い
う
の
が
国
土
強
靭
化
の
思
想
だ
。

　

直
面
し
て
い
る
の
は
自
然
災
害
だ

け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
も
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
１

９
５
０
～
60
年
に
道
路
や
橋
が
た
く

さ
ん
造
ら
れ
た
。
10
年
く
ら
い
前
か

ら
技
術
者
は
老
朽
化
の
危
険
性
を
指

摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
声
が
政
府
の

中
枢
ま
で
届
か
ず
、
対
策
が
進
ま
な

か
っ
た
。
逆
に
、
道
路
公
団
の
民
営

化
で
、
老
朽
化
対
策
を
含
め
た
予
算

が
30
％
カ
ッ
ト
さ
れ
た
。
橋
が
一
つ

落
ち
れ
ば
、
人
的
被
害
だ
け
で
は
済

ま
な
い
。
交
通
が
阻
害
さ
れ
、
何
百

億
、
何
千
億
円
の
経
済
被
害
が
起
こ

る
可
能
性
も
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
経
済
恐
慌
、
サ
イ

バ
ー
テ
ロ
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
や
南
シ

ナ
海
を
含
め
た
シ
ー
レ
ー
ン
の
問

題
、
地
域
医
療
の
崩
壊
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
あ
る
。
平
時
の
こ

と
、
短
期
的
な
こ
と
ば

か
り
考
え
て
政
治
を
す

る
の
は
や
め
る
べ
き

だ
。

　

で
は
、　

そ
う
し
た

リ
ス
ク
に
対
し
て
何
が

で
き
る
の
か
。
答
え
は

分
散
化
だ
。

　

例
え
ば
食
品
は
、
原
材
料
を
生
産

す
る
第
１
次
産
業
は
地
方
に
あ
る

が
、
加
工
す
る
の
は
消
費
地
に
近
い

都
会
で
、
工
業
出
荷
額
の
50
％
が
集

中
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
地
震
や
津

波
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
な
ど
で
交

通
が
遮
断
さ
れ
る
と
、
そ
の
影
響
は

全
国
に
及
ぶ
。
食
品
加
工
工
場
、
大

規
模
港
湾
、
発
電
所
な
ど
を
分
散
化

す
る
こ
と
が
一
番
安
全
な
方
法
と
な

る
。

　
「
強
靭
化
対
策
は
経
済
の
足
を
引

っ
張
る
」
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
正
し
く
な
い
。
今
年
だ
け
な

ら
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
長
期
的

な
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
最
小
化
す
る

の
が
強
靭
化
だ
。

　

東
京
１
極
集
中
を
緩
和
し
、
自
律

分
散
協
調
型
国
土
を
形
成
す
る
こ
と

で
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
に
被
害
が

あ
っ
て
も
、
日
本
は
動
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
東
日
本
大
震
災
で
仙

台
が
い
ち
早
く
復
興
で
き
た
の
は
、

新
潟
と
天
然
ガ
ス
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

が
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
が
大
き

い
。
東
京
も
日
本
海
側
と
つ
な
が
っ

て
い
る
が
名
古
屋
、
大
阪
に
は
な
い
。

　

明
治
９
（
１
８
７
６
）
年
当
時
、

国
内
で
上
位
15
に
入
る
大
都
市
は
函

館
、
金
沢
、
富
山
、
和
歌
山
、
徳
島
、

熊
本
、
鹿
児
島
な
ど
日
本
中
に
散
ら

ば
っ
て
い
た
。
現
在
、
東
京
以
外
で

上
位
15
に
入
る
の
は
仙
台
、
横
浜
、

名
古
屋
、
大
阪
、
京
都
、
神
戸
、
広

島
な
ど
だ
。
都
市
の
栄
枯
盛
衰
を
も

た
ら
し
た
も
の
は
何
か
？　

イ
ン
フ

ラ
だ
。
道
路
や
新
幹
線
の
あ
る
国
土

軸
の
都
市
は
繁
栄
し
、
外
れ
た
地
方

都
市
が
駄
目
に
な
っ
た
。

　

昭
和
40
年
代
、
全
国
に
新
幹
線
を

造
る
と
閣
議
決
定
し
て
い
る
が
、
い

ま
だ
に
一
部
し
か
実
現
し
て
い
な

い
。
例
え
ば
四
国
に
新
幹
線
を
造
り
、

そ
れ
を
関
西
空
港
に
つ
な
げ
る
と
、

関
空
と
い
う
宝
を
何
倍
に
も
輝
か
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
戦
後
、
日
本
人

は
地
方
を
な
い
が
し
ろ
に
し
過
ぎ

た
。
国
土
強
靭
化
を
日
本
全
土
、
全

国
民
で
考
え
、
リ
ス
ク
に
備
え
、
長

期
的
な
経
済
成
長
に
つ
な
げ
る
発
想

が
大
切
に
な
っ
て
い
る
。

（
編
集
部
）

五
輪
ま
で
20
％
の
発
生
確
率

総
コ
ス
ト
を
最
小
化

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
も
深
刻
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